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ロサンゼルスのアーティストインレジデンスThe Lapis Pressで
のコミッションとして、2011年にサンフランシスコに1週間、
2012年にロサンゼルスに10日間、それぞれ滞在して制作された。
球体や水平線など、宇宙をイメージさせる被写体が多く登場し、
人工物と自然物の関係性、またマクロ的なイメージとミクロ的な
イメージが繋がれていく構造など、のちの〈M/E〉の萌芽が見える。

〈Halo〉

2017年に制作された〈Halo〉は、宇宙的な感覚をテーマに撮ら
れたシリーズである。本展では映像作品《Halo》の中から、溶け
た鉄を叩きつけて火花をおこす中国の祭りの場面を切り取り投影
している。短時間でループする映像は、全体のコンテクストから
離れ、小さな人物が何度も繰り返す動作に焦点が当てられている。

〈An interlinking〉

〈うたたね〉〈Illuminance〉から継続している、川内の写真を象
徴する6×6の正方形フォーマットで撮られた作品。過去20年以
上にわたって撮影されたアーカイブから、6×6の写真を今回の
展示のために構成した未発表を含む作品群。〈M/E〉が巨視的な
視点から捉えられているのとは対照的に、等身大の日常にあるイ
メージや小さな命の姿が中心に捉えられている。大きめのプリン
トサイズは、鑑賞者と作品が一対一で相対することを意図したも
のである。

〈One surface〉

モノクロームの写真が一点、展示室の奥の壁に掛かっている。壁
を撮影しており、陰影だけがあらわれたモノクロの画面は抽象表
現のようでもある。部屋の中央、天井から垂れた布にも同じイ
メージが転写されているが　揺らめく布のイメージはさらに判然
とせず曖昧なものとなっている。展示室内では川内が2018年に
出版した写真絵本『はじまりのひ』を朗読する声が、来場者を導く
ようそこここから聞こえてくる。

〈Illuminance〉 （映像）

展示される度に新しく映像を追加していくことをコンセプトとし
た作品。川内の活動の軌跡であると同時に、永遠に未完であり続
ける作品でもある。同じ二つの映像を、再生タイミングをずらし
て並べて写真集の見開きのように展示しているが、鑑賞者が見る
タイミングにどのようなイメージが並ぶのかは川内もコントロー
ルしておらず、写真の並びが綿密に計算された写真集とは大きく
異なる。

〈光と影〉

2011年 4月、海外の写真家の案内兼通訳として石巻、女川、気仙沼、
陸前高田を訪れた川内は、当初被災地を被写体とした作品を作る
つもりはなかったが、そこで白と黒のつがいの鳩と出会ったこと
でこの作品が生まれた。生と死、相反するものが同時に存在する
世界を象徴するかのような2羽の鳩の姿からは、震災直後の圧倒
的な破壊の爪痕を前にした川内の永劫続く生と死の営みへのやり
きれなさと、それでも生きようとするかすかな希望が感じられる。

〈A whisper〉

川内が家族と暮らしている千葉の家は、裏手に川が流れており、
日々の暮らしの中で常に川のせせらぎが聞こえているという。《A 

whisper》はその川を撮影したもので、揺れる水面や、反射する
光の煌めきが映し出される。映像は天井から床へと投影され、来
場者はこの川を渡って次の展示室へと向かう。

〈あめつち〉  

熊本県阿蘇で古くから行われてきた野焼きを撮影したシリーズ。
初めて阿蘇の大地に立った時、川内は「自分が惑星の上に立って
いる」という感覚を抱いたという。広大な土地を火が覆っていく
様子は、見る者を圧倒する迫力を持っている。シリーズには、野
焼きに加え宮崎県の銀

し ろ み か ぐ ら

鏡神楽、そしてイスラエルの嘆きの壁を
撮った写真が含まれているが、これらはいずれも自然への畏怖と
人間の祈りや「捧げる」という行為に焦点が当てられている。

〈Ｍ/E〉

〈M/E〉とは、「Mother（母）」と「Earth（地球）」の頭文字であり、
「Mother Earth（母なる地球）」の意味を持ちながら、さらに「Me

（私）」を指し示す言葉でもある。2019年、アイスランドで撮影
した氷河や滝、火山がシリーズの始まりとなっている。その後、
コロナ禍に自宅周辺で撮影した家族や生き物の姿などの身近な風
景、冬の北海道の流氷や雪景色、さらには月食や月の石といった
宇宙を想起させる要素が加わった。川内の撮る対象は、はるか遠
い場所と自分のごく近くの場所とを行き来するが、それらがいず
れもわたしたちの住む地球という惑星の上でおきている出来事で
あり、地続きで繋がっているということを見る者に感じさせる。


